
浄
瓶
降
臨

●
じ
ょ
う
へ
い
こ
う
り
ん

 jyohei kourin

【
藤
本
窯
二
〇
〇
三
年
・
夏
カ
タ
ロ
グ
】

 

富
野
由
悠
季
が
仕
掛
け
た
二
十
四
年
目
の
罠
と
は
？

 

陶
磁
器
立
体
サ
ー
ク
ル
が
迷
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が
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え
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何
故
だ
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ナ
ゼ
な
ん
で
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fujimotogama ◆藤本窯◆ since 2000 

国宝・仏画［千手観音菩薩］（部分）
東京国立博物館収蔵

ワンダーフェスティバル 2003 ［夏］
◆藤本窯出展品目
シベ鉄の壺

『オーバーマン・キングゲイナー』より

総統グラスver.3
『宇宙戦艦ヤマト』より

ガス生命体グラスver.1
『宇宙戦艦ヤマト』より

遊星ランプ
『宇宙戦艦ヤマト』より引用
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『
オ
ー
バ
ー
マ
ン
　
キ
ン
グ
ゲ
イ
ナ
ー
』（
2
0
0
2
）

シベ鉄
の
壺
考

結
論
か
ら
言
う
と『
オ
ー
バ
ー
マ
ン　

キ
ン
グ
ゲ
イ
ナ
ー 

』
７
話
「
鉄

道
王
キ
ッ
ズ・ム
ン
ト
」に
登
場
し
た
「
シ

ベ
鉄
の
壺
」（
仮
）
は
実
在
す
る
。

　
時
は
中
国
北
宋
期（
９
６
０
〜
１
１
２
７
）、

所
は
現
在
の
河
北
省
曲
陽
県
、
定て
い
よ
う窯
で

作
ら
れ
た
浄
瓶
（
じ
ょ
う
へ
い
）
と
呼

ば
れ
る
仏
具
に
、
そ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

見
る
事
が
出
来
る
。
日
本
で
い
え
ば
平

安
時
代
、
阿
倍
晴
明
が
魑
魅
魍
魎
と
バ

ト
ル
し
て
た
頃
だ
。

　

そ
れ
は
刻
花
仰
覆
蓮
龍
首
流
浄
瓶
と

い
い（
２
─
１
）、
１
９
６
９
年
河
北
省

2-1

刻花仰覆蓮龍首流浄瓶
（北宋前期　高15.8cm：1969年河北省定県出土）
●河北省定県博物館
愛すべき小品といった華奢な首、ちょこんと
突き出た龍首の注入口。現代の生活でどう用
いたらいいのか？あ、仏具なんだからお供え
に使えばいいのか。ってどう使うのだろう？

定窯と藤本窯の位置関係
定窯は北京から南西に下ること約
200km の地にあった北宋を代表す
る名窯。藤本窯の本部は地図のあた
りにあるが、窯は最初から無い。
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定
県
で
出
土
。
の
ち
に
同
時
代
の
龍
首

流
浄
瓶
の
レ
プ
リ
カ
（
３
─
１
）
が
現

代
に
お
い
て
製
造
さ
れ
て
い
る
。　
　

　
「
シ
ベ
鉄
の
壺
」
は
全
体
の
シ
ル
エ
ッ

ト
を
北
宋
期
の
龍
首
流
浄
瓶
か
ら
、
胴

部
全
体
の
文
様
は
レ
プ
リ
カ
を
参
考
に

デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
肩
先

の
龍
首
型
注
入
口
は
形
状
の
複
雑
さ
か

ら
省
略
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。

　

北
宋
は
中
国
の
陶
磁
器
史
上
に
置
い

て
隆
盛
を
極
め
た
時
代
で
あ
り
、
と
り

わ
け
白
磁
と
い
え
ば
宋
の
定
窯
も
の
と

い
う
く
ら
い
定
窯
白
磁
は
中
国
陶
磁
の

好
事
家
に
と
っ
て
周
知
の
ブ
ラ
ン
ド
。　

　（
ロ
ボ
と
い
え
ば
サ
ン
ラ
イ
ズ
み
た
い

な
も
の
か
？
）

　

つ
ま
り
、
こ
の
北
宋
期
定
窯
の
浄
瓶

は
鉄
道
王
の
調
度
品
と
し
て
当
然
な
品

で
あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
が
を
こ
れ
を
配
し

た
の
も
頷
け
る
。
採
用
に
至
っ
た
経
緯

は
知
る
由
も
な
い
が
、
皿
や
椀
よ
り
見

映
え
が
す
る
陶
磁
器
と
し
て
選
ば
れ
た

3-1

刻花仰覆蓮弁
龍首流浄瓶

（北宋前期同式瓶のレプリカ）
現代　高 26.0cm 口径
2.5cm
なぜ右図の龍首流浄瓶を
複製しなかったのか？プ
ロポーションは断然そっ
ちの方がいいのになぁ
……

シベ鉄の壺構成図
シベ鉄の壺は設定画を入手していないので、ビデオ画像を元に描き起こしたもの。
若干の狂いはご容赦願を。力と技の風車が回ってＶ３が誕生したようなものか？

刻
花
仰
覆
蓮
龍
首
流
浄
瓶

か
ら
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
を
融
合

で
、こ
う
な
る

❷

❸

刻
花
仰
覆
蓮
弁
龍
首
流
浄
瓶

（
レ
プ
リ
カ
）か
ら
文
様
を
融
合

❶

壺と瓶のちがい 佐賀県立九州陶磁文化館の案内板より。

 形　態 機　能 構成要素

壺（つぼ） 体が丸くふくらみ、口がすぼまった器 いれる。たくわえる 底＋胴＋頸＋口

瓶（びん） 頸が壺より細長く、口が小さな器 いれる。たくわえる。そそぐ 底＋胴＋頸＋口

［浄瓶談義］2
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は
！
（
世
紀
単
位
の
ス
ケ
ー
ル
に
比
べ

れ
ば
二
十
有
余
年
な
ど
誤
差
に
も
な
る

ま
い
…
…
と
独
り
言
）＊

　

こ
こ
か
ら
は
私
事
に
な
る
。
今
回
の

活
動
が
な
け
れ
ば
〝
ア
ニ
メ
に
出
て
く

る
焼
き
物
な
ん
て
、
画
面
上
の
創
作
だ

ろ
。
専
門
家
か
ら
見
れ
ば
歯
牙
に
も
か

け
ら
れ
ま
い
〟
と
ゆ
ー
偏
向
し
た
考
え

に
捉
え
ら
れ
た
ま
ま
だ
っ
た
。

　

こ
の
心
象
を
支
え
る
根
っ
こ
に
は
、

美
術
・
骨
董
品
に
つ
い
て
く
る
ア
ー
ト

な
装
い
を
表
現
出
来
る
も
の
か
い
と
い

う
差
別
心
が
あ
る
。（
自
身
に
そ
の
芸
術

性
な
り
価
値
を
見
い
だ
す
、
目
利
き
の

能
力
も
な
い
の
に
）

　

そ
こ
で
邪
推
な
の
だ
が
、「
シ
ベ
鉄
の

壺
」
の
登
場
は
、
そ
れ
が
実
在
し
て
い

る
に
も
関
わ
ら
ず
ア
ニ
メ
だ
か
ら
と
い

う
色
眼
鏡
と
、
知
識
の
研
鑽
に
怠
惰
な

ま
ま
作
品
を
ネ
タ
に
論
じ
る
輩
の
浅
学

ぶ
り
を
炙
り
だ
す
、
監
督
の
仕
掛
け
た

の
で
は
と
察
す
る
。

　

手
前
味
噌
だ
が
、
こ
う
し
て
立
体
化

の
運
び
と
な
っ
た
事
を
み
て
も
ス
タ
ッ

フ
の
選
択
は
的
確
だ
っ
た
の
だ
。ス
タ
ッ

フ
を
代
表
す
る
富
野
悠
由
季
監
督
に
記

し
て
感
謝
し
た
い
。

〝
富
野
監
督
、

　
あ
り
が
と
〜
！
〟

　

今
回
藤
本
窯
が
出
品
す
る
「
シ
ベ
鉄

の
壺
」
は
、
省
略
さ
れ
た
と
判
断
し
て

肩
先
の
注
入
口
を
再
現
。（
こ
の
良
否
は

来
場
者
諸
兄
の
ご
意
見
を
伺
い
た
い
所

で
あ
る
）
十
世
紀
の
時
を
経
て
、
こ
の

ヤ
ー
パ
ン
の
地
で
再
生
さ
れ
る
と
は
海

原
雄
山
も
ご
存
じ
あ
る
ま
い
。
是
非
陶

磁
器
マ
ニ
ア
に
も
見
て
い
た
だ
き
た
い

も
の
で
あ
る
。

　
『
オ
ー
バ
ー
マ
ン　
キ
ン
グ
ゲ
イ
ナ
ー 

』、テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
史
に
お
い
て
実
在
の

陶
磁
器
を
扱
っ
た
番
組
と
し
て
も
記
憶

す
る
べ
き
作
品
だ
と
い
う
の
か
？　

君

元をただせば浄瓶という容器、原型担当のふじぽた先生には既知の品であり、放映前からその存
在を知っていたのである。陶都有田の現役陶磁器業界人であり、地元にある佐賀県立九州陶磁

文化館の収蔵図書も周知であった。まさに地の利。この前提なくばどうなっていた事やら……
　思うに、今回の製作はアニメアイテムのスケールモデル化という主軸とは別に、大陸から日本へと
いうセラミック・ロードの再現をも果たす行為ではなかっただろうか？（大きく出たな）

4-1

龍首流浄瓶
（北宋前期　高 32.2cm 胴経 23.0cm）
●河北省定県博物館
文様の有無を除けば前ページの
龍首流浄瓶と同じデザイン。
サイズは二回りほど大きい。
藤本窯産シベ鉄の壺はこのサイ
ズを基本に作られているのだ。5-2

「官」字款小浄瓶
（北宋前期　高 18.5cm）
●河北省定県博物館

5-1

浄　瓶
（北宋前期　高 30.6cm 口経 1.1cm）
1969 年河北省定県出土
●河北省定県博物館
蓋付浄瓶は唐代につくられた銅浄瓶
の面影を残していると文献にある。
しかし、金属器浄瓶の図版は発見出
来なかった。申し訳ない。

4-3

「官」字款刻花蓮弁紋浄瓶
（北宋前期　高 31.0cm 口経 1.1cm）
1969 年河北省定県出土 
●河北省定県博物館
宋代定窯白磁の蓮花紋は、地元曲陽で 1500 年
前から行われていた石彫刻から取り入れられた
もの。周辺の事象を知らないとモノの成り立ち
は判らない。付け焼き刃の限界。

4-2

「官」字款蓮紋浄瓶
（北宋前期　高 30.3cm）
●河北省定県博物館

「官」字款は、底の方に官という銘が
記されているという意味。漢字表記
にフリガナがないのは正確な読み方
を知らないからである。嗚呼……

浄瓶の形状は唐代の金属器浄瓶をベース
にしたという。浄瓶ではないが、シルエッ
トは唐代の白磁浄瓶に相似の［仙盞形水
瓶（せんざんがたすいびょう）東京国立
博物館蔵］と唐代の白磁浄瓶をあげてお
く。
説明には響銅（銅・錫・鉛合金）製の金
属器水瓶とあった。※金属器浄瓶につ
いて言及できる方がおられればご教示く
ださい。

金属器浄瓶
とは、どんな
モノだったの
かぁ？

仙
盞
形
水
瓶（
平
安
時
代
）

白
磁
浄
瓶（
唐
代
）
5-3

5-4

いずれ劣らぬ古器
うつわ

者

北宋浄瓶部隊型録
河北省定県博物館……一度行ってみたいものである。
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ト
ラ
ッ
プ
な
の
だ
。（
監
督
の〝
イ
ン
テ
リ

ジ
ェ
ン
ス
を
磨
け
〟と
い
う
定
番
フ
レ
ー

ズ
が
想
起
さ
れ
る
）

　

送
り
手
は
、
受
け
手
に
切
り
売
り
で

き
る
だ
け
の
情
報
を
作
品
に
盛
っ
て
い

る
。
実
車
や
実
銃
が
作
中
に
登
場
す
れ

ば
格
好
の
会
話
ネ
タ
に
さ
れ
る
と
同
じ

く
、
他
ジ
ャ
ン
ル
の
メ
ぇ
ー
ニ
ア
の
方

が
同
作
品
を
見
た
時
に
は
別
の
情
報
を

見
い
出
す
に
違
い
な
い
。

　

わ
ず
か
10
秒
足
ら
ず
の
登
場
で
し
か

な
い
「
シ
ベ
鉄
の
壺
」
が
、
秒
数
以
上

の
情
報
を
含
ん
で
い
る
事
を
理
解
す
れ

ば
、
あ
だ
や
疎
か
に
作
品
を
見
る
事
も

な
く
、
望
外
の
喜
び
を
得
る
〝
発
見
と

出
会
い
〟
を
生
む
や
し
れ
ん
で
す
よ
。

（
文
責
：
Ｐ
Ｏ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ａ
）

※
作
品
の
内
容
・
展
開
と
は
ま
っ
た
く

関
係
な
い
話
で
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
デ
ザ

イ
ン
で
な
く
ば
創
作
で
は
な
い
と
ゆ
ー

事
を
言
っ
て
る
の
で
は
な
い
。
誤
解
な

き
よ
う
に
。
為
念
…
…

参考文献・施設（サイトも含む）※図版は末尾 No. を参照のこと

・『art japanesque［日本の美と文化］（全 18 巻）第四巻　神々と仏』（講談社）
・『中国陶瓷全集９─定窯─』（上海人民美術出版社＋美乃美）
　2-1, 3-1, 4-1 〜 3, 5-1〜 2
・『中国美術全集Ⅱ　陶磁』（京都書院）─ 6-1
・『中国古陶磁入門』（中島誠之助：平凡社）
・『中国・美の名宝Ⅱ』（日本放送出版協会・上海人民美術出版社）─ 5-3
・『平凡社陶磁大系 37　白磁』（平凡社）─ 6-1
・佐賀県立九州陶磁文化館（www.pref.saga.jp/kyouiku/kyuto/）
・東京国立博物館（www.tnm.go.jp/）─ 5-4
・RAID PLUS（www7.ocn.ne.jp/~raidplus/index.html）
・もろもろの陶磁器関連サイト

いますぐ書店で確認できそうな関係文献（福岡の紀伊国屋書店で確認）
・平凡社版『中国の陶磁 5　白磁』（平凡社）─ 2-1

テキスト作成の参考書
・ロトさんの本 Vol.3『氷川竜介流文章術秘伝書』（氷川竜介：個人誌）

6-1

白磁劃花牡丹唐草文龍口浄瓶
（995 年定窯　高 60.7cm：河北省定県浄衆院塔基出土）
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と
い
う
訳
で
、
藤
本
窯
第
3
弾
は

ア
ニ
メ
ア
イ
テ
ム
だ
か

古
陶
器
の
レ
プ
リ
カ
だ
か

判
ら
な
い
が
、

い
い
も
の
に
は

違
い
な
い
！
よ
ね
。

刮
目
し
て
見
ら
れ
よ
。

シベ鉄の壺
『オーバーマン・キングゲイナー』より
（原型製作：P 藤本）
写真はワンフェス申請時のもので、胴
部へのモールドは入っていない。龍の
首が反りすぎなのは、窯焼きの際、自
然と下がってくるので事前に上げてい
るため。最終的な仕上がりは是非その
目で確かめていただきたい。

そもそも壺って言ってるが、劇中で
一言も触れられてる訳じゃないんだ
よなぁ……
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総統グラス Ver.3
『宇宙戦艦ヤマト』より（原型製作：P 藤本）
基本色：灰緑色　原材料：天草陶土特上、磁器釉等
内容量：450cc（カップ部）
藤本窯の方向性を決めた処女作。毎回、少しづつ
肌合いが違うので製作年代の測定も可能ですな。
食器と同じ材質なので安心してご利用されたい。

ガス生命体グラス Ver.1
『宇宙戦艦ヤマト』より（原型製作：P 藤本）
基本色：灰緑色　原材料：天草陶土特上、
磁器釉等　内容量：500cc（カップ部）
2002 年にロールアウトした藤本窯第 2 作。
総統グラスと同じく材質だが、飲用には
ストローを推奨。直接いくと“いや〜ん
あふれちゃう〜”の危険大なり。

遊星ランプ
『宇宙戦艦ヤマト』より引用 
（製作：POOPERA）
基本色：赤　原材料：ガシャポ
ンケース、カラーサンド等　電
源：3V（単 3 型電池 2 本使用）
陶磁器立体サークルにおける

“イレギュラーです。計算には
ありません！”モデル。
光るという一点にポイントを
おいて製作されたマスコット
アイテム。いわゆるひとつの
オモチャなのだ。

［藤本窯2003年・夏カタログ─浄瓶降臨─］2003年8月3日発行

●グラス・シベ鉄の壺に関するお問い合わせ → P（ぽったー）藤本 
●藤本窯の活動に関するお問い合わせ → DUN（だん） 
●本冊子の内容・遊星ランプに関するお問い合わせ → POOPERA（ぷうぺら） poopera@tvs12.jp

藤
本
窯

型　

録

そ
の
他
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ

ガ
ミ
ラ
ス
本
星
に
行
っ
て
も

お
目
に
か
か
れ
な
い
、メ
イ
ド・

イ
ン
地
球
の
陶
製
ア
イ
テ
ム

を
ご
覧
あ
れ
。変
な
の
も
あ
る
け
ど
〜

Fujimotogama
in

WonderFestival 
2003[Summer]

※写真は Ver.1


